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『
逆
修
説
法
』
に
お
け
る
法
然
の
『
観
無
量
寿
経
』
解
釈
に
つ
い
て

安
孫
子

稔

章

法
然
上
人
（
以
下
、
祖
師
の
敬
称
略
）
が
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
頃
に
行
な
っ
た
説
法
の
記
録
で
あ
る
と
さ
れ
る
書
『
逆
修
説
法
』

の
中
で
は
、
二
七
日
・
四
七
日
・
六
七
日
の
三
箇
所
に
お
い
て
『
観
無
量
寿
経
』（
以
下
、『
観
経
』）
に
つ
い
て
の
講
説
が
あ
る
。
そ
の

各
七
日
に
お
け
る
説
示
構
成
・
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
が
、
重
複
し
て
い
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
本
論
で
は
『
逆
修
説
法
』

各
七
日
に
お
け
る
『
観
経
』
に
関
す
る
説
示
を
比
較
検
討
し
、『
逆
修
説
法
』
の
書
的
特
徴
を
考
察
す
る
。　

ま
ず
、
二
七
日
と
四
七
日
に
説
か
れ
る
「
三
福
」
に
つ
い
て
の
説
示
を
比
較
す
る
。
三
福
の
う
ち
「
読
誦
大
乗
」
に
つ
い
て
の
解
釈
に

注
目
す
る
と
、
二
七
日
で
は
、

次
讀
誦
大
乘
者
、
通
指
一
切
顯
密
諸
大
乘
經
、
非
別
讀
誦
一
兩
經
。
讀
誦
五
種
法
師
中
、
擧
二
顯
餘
三
、十
種
法
師
中
、
出
二
種
法

師
、
明
餘
八
種
法
行
也
。
然
者
於
顯
密
一
切
大
乘
、
受
持
讀
誦
解
説
書
寫
等
皆
是
往
生
業
也
。
讀
誦
小
乘
、
非
往
生
業
。
又
中
邊
論

云
。
施
十
種
法
行
者
但
限
大
乘
。
云
々
。（
略
）
然
故
者
此
觀
經
惣
説
受
持
讀
誦
諸
大
乘
經
、
而
往
生
事
時
、
受
持
於
花
嚴
法
花
可

往
生
事
顯
上
、
別
各
々
經
中
説
則
二
度
説
也
。
大
般
若
雖
不
説
往
生
、
依
此
觀
經
説
、
讀
誦
彼
經
往
生
也
。
即
唐
土
有
常
敏
人
申
宣

旨
、
勸
大
般
若
、
書
寫
遂
往
生
云
事
候
也
。
餘
諸
大
乘
經
准
之
可
知

（
１
）

。

と
あ
る
。
四
七
日
で
は
、

讀
誦
大
乘
者
、
別
不
限
一
經
二
經
、
廣
攝
諸
大
乘
。
又
不
限
經
、
惣
於
大
乘
經
律
論
、
皆
受
持
讀
誦
者
、
往
生
業
也
。
但
惣
云
大
乘
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故
也
。
又
顯
密
倶
攝
此
大
乘
一
句
也
。
貞
元
入
藏
録
大
乘
目
録
中
同
列
顯
密
諸
大
乘
入
其
中
故
也
。
讀
誦
具
云
者
可
云
受
持
讀
誦
解

説
書
寫
等
、
今
則
五
種
法
師
中
、
略
顯
轉
讀
諷
誦
二
種
法
師
也
。
若
約
十
種
法
師
者
、
且
可
顯
披
讀
諷
誦
二
種
法
師
。
則
願
往
生
人
、

於
彼
顯
密
諸
大
乘
經
、
可
修
受
持
讀
誦
等
行
也

（
２
）

。

と
あ
る
。
こ
れ
を
比
較
す
る
と
、
傍
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
読
誦
大
乗
」
の
語
の
説
明
と
し
て
、「
大
乗
」
と
は
諸
々
の
大
乗
経
典

を
指
し
、「
読
誦
」
と
は
五
種
法
師
な
ど
広
く
諸
行
を
指
す
と
す
る
点
は
二
七
日
と
四
七
日
で
共
通
し
て
い
た
。
対
し
て
相
違
点
と
し
て
、

点
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
七
日
で
は
読
誦
大
乗
を
往
生
行
と
し
、『
法
華
経
』
や
『
華
厳
経
』
を
受
持
読
誦
し
て
も
往
生
で
き
る

と
明
言
し
て
い
る
の
に
対
し
、
四
七
日
で
は
願
往
生
人
は
読
誦
大
乗
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
が
往
生
行
で
あ
る
と
は
説
い

て
い
な
い
。

次
に
、
同
じ
く
三
福
の
う
ち
「
孝
養
父
母
」
に
つ
い
て
の
解
釈
に
注
目
す
る
と
、
二
七
日
で
は
、

先
三
福
者
、
一
孝
養
父
母
者
、
有
世
間
孝
養
、
有
出
世
孝
養
。
世
間
孝
養
者
、
俗
書
云
。
立
身
行
道
、
揚
名
後
世
、
以
顯
父
母
孝
終

也
申
、
於
世
有
名
譽
、
而
以
好
者
哉
是
某
子
被
云
、
爲
孝
養
極
也
。
出
世
孝
養
者
、
勸
父
母
入
菩
提
道
、
是
眞
實
孝
養
也

（
３
）

。

と
あ
る
。
四
七
日
で
は
、

孝
養
父
母
者
、
可
有
世
間
出
世
二
孝
養
。
俗
家
所
言
孝
經
等
説
是
也
。
身
體
髮
膚
受
于
父
母
、
不
敢
毀
傷
孝
始
也
。
身
體
髮
膚
受
父

母
者
、
今
以
之
意
得
有
二
義
。（
略
）
立
身
行
道
者
、
隨
己
家
各
學
、
行
可
學
習
之
道
、
揚
名
開
徳
仕
身
朝
廷
、
施
譽
四
海
、
被
云

是
其
人
之
子
、
顯
父
母
名
、
申
孝
養
終
也
。（
略
）
次
出
世
孝
養
者
、
流
轉
三
界
中
、
恩
愛
不
能
斷
、
棄
恩
入
無
爲
、
眞
實
報
恩
者
申
、

不
繼
父
道
、
不
隨
母
心
、
不
運
水
荈
之
志
、
不
守
顏
色
之
趣
、
而
或
交
山
林
、
或
住
蘭
若
、
修
行
佛
道
者
、
當
時
思
者
似
不
知
恩
忘

徳
、
暫
棄
有
漏
恩
徳
終
求
無
爲
報
謝
也
。
是
申
眞
實
孝
養
也
。
故
心
地
觀
經
云
。
若
人
欲
報
父
母
恩
、
代
於
父
母
發
誓
願
、
入
阿
蘭

若
菩
提
場
、
晝
夜
常
修
於
妙
道
。
云
々
。
又
出
世
可
有
立
身
行
道
義
。
智
行
内
積
、
名
徳
外
顯
、
被
云
三
藏
法
師
禪
師
律
師
、
即
其

意
也
。
或
被
云
羅
什
三
藏
玄
弉
三
藏
、
被
云
南
岳
大
師
天
台
大
師
、
即
是
也
。
又
出
世
孝
養
、
必
可
棄
父
母
云
事
不
候
也
。
即
律
中

有
生
縁
奉
事
法
。
謂
父
貧
者
置
寺
内
養
之
、
母
貧
者
置
寺
外
養
之
。
云
々
。
彼
此
隨
人
意
樂
、
可
依
時
宜
也
。
梵
網
經
説
孝
順
父
母
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師
僧
名
戒
矣
。（
略
）
父
母
之
間
、藉
宿
縁
深
可
易
隨
教
化
候
。
而
大
法
主
禪
門
、偏
爲
一
人
孝
子
大
徳
、被
勸
深
入
往
生
淨
土
門
事
、

哀
被
思
合
候
也

（
４
）

。

と
あ
る
。
こ
れ
を
比
較
す
る
と
、
傍
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
孝
養
父
母
」
の
語
の
説
明
と
し
て
、
孝
養
に
は
世
間
と
出
世
の
二
種

の
孝
養
が
あ
る
と
す
る
点
は
共
通
し
て
い
た
。
対
し
て
相
違
点
と
し
て
、
点
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
七
日
で
は
親
を
誘
っ
て
悟
り

を
求
め
る
道
に
入
る
こ
と
こ
そ
真
実
の
孝
養
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
四
七
日
で
は
親
を
退
け
て
悟
り
を
求
め
る
道
に
入
る
こ
と

こ
そ
真
実
の
孝
養
で
あ
る
と
説
い
た
後
に
、
必
ず
し
も
父
母
を
捨
て
る
必
要
は
な
い
と
説
き
、
孝
行
息
子
の
勧
め
に
よ
っ
て
浄
土
門
へ
入

信
し
た
大
法
主
禅
門
（
こ
の
『
逆
修
説
法
』
の
聞
き
手
で
あ
る
）
を
讃
え
て
い
る
。

続
い
て
、
二
七
日
と
六
七
日
に
説
か
れ
る
「
念
仏
」
に
つ
い
て
の
説
示
を
比
較
す
る
。
二
七
日
で
は
、

次
明
稱
名
號
往
生
者
、
經
云
、
佛
告
阿
難
汝
好
持
是
語
持
是
語
者
即
是
持
無
量
壽
佛
名
。
云
々
。
善
導
釋
之
云
、
從
佛
告
阿
難
汝
好

持
是
語
已
下
、
正
明
付
屬
彌
陀
名
號
流
通
於
遐
代
。
上
來
雖
説
定
散
兩
門
之
益
、
望
佛
本
願
意
在
衆
生
一
向
專
稱
彌
陀
佛
名
、
云
々
。

凡
此
經
中
雖
説
定
散
諸
行
、
不
以
其
定
散
付
屬
、
但
以
念
佛
一
行
付
屬
阿
難
流
通
未
來
也
。（
略
）
此
經
初
廣
雖
説
定
散
、
後
一
向

擇
念
佛
付
屬
流
通
給
也
。
然
欲
遠
隨
彌
陀
本
願
、
近
禀
釋
尊
付
屬
者
、
一
向
修
念
佛
行
可
求
往
生
也
。
凡
念
佛
往
生
之
勝
于
諸
行
往

生
、有
多
義
。
一
者
因
位
本
願
（
略
）
二
者
光
明
攝
取
（
略
）
三
者
彌
陀
自
言
（
略
）
四
者
釋
迦
付
屬
（
略
）
五
者
諸
佛
證
誠
（
略
）

六
者
法
滅
往
生
（
略
）
念
佛
往
生
旨
取
要
在
之
。
仰
願
云
々

（
５
）

。

と
あ
る
。
六
七
日
で
は
、

凡
此
經
遍
説
往
生
行
業
。
則
初
説
定
散
二
善
、
惣
與
一
切
諸
機
、
次
簡
念
佛
一
行
、
別
流
通
未
來
群
生
。
故
經
云
、
佛
告
阿
難
汝
好

持
是
語
等
。
云
々
。
善
導
釋
之
言
、從
佛
告
阿
難
汝
好
持
是
語
已
下
、正
明
付
屬
彌
陀
名
號
流
通
於
遐
代
等
。
云
々
。
然
者
依
此
經
意
、

今
捨
聖
道
入
念
佛
也
。
依
之
善
導
和
尚
立
專
雜
二
修
、
判
諸
行
勝
劣
得
失
給
。
則
此
經
疏
云
、
就
行
立
信
者
、
然
行
有
二
種
、
一
正

行
、二
雜
行
。
云
々
。
專
修
彼
正
行
云
專
修
行
者
。
不
修
正
行
而
修
雜
行
、申
雜
修
者
也
。
付
其
專
雜
二
修
得
失
、今
私
料
簡
有
五
義
。

一
親
疎
對
、
二
遠
近
對
、
三
有
間
無
間
對
、
四
廻
向
不
廻
向
對
、
五
純
雜
對
也
。（
略
）
然
以
此
五
相
對
判
二
行
、
願
西
方
往
生
捨
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雜
行
可
修
正
行
也
。
又
善
導
和
尚
往
生
禮
讃
序
、
判
此
專
雜
得
失
給
。
專
修
者
十
即
十
生
、
百
即
百
生
、
雜
修
者
百
之
一
二
、千
之

五
三
。
云
々
。
何
以
故
云
、
專
修
者
無
雜
縁
得
正
念
故
、
又
相
應
彌
陀
本
願
故
、
又
隨
順
釋
迦
佛
語
故
。
云
々
。
雜
修
者
雜
縁
亂
動

失
正
念
故
、
又
與
佛
本
願
不
相
應
故
、
又
不
隨
佛
語
係
念
不
相
續
故
、
廻
願
不
慇
重
眞
實
故
、
乃
至
與
名
利
相
應
故
、
非
障
自
往
生
、

障
他
往
生
正
行
故
。
云
々
。
加
之
、
即
此
文
次
云
、
予
比
日
見
聞
諸
方
道
俗
、
解
行
不
同
專
雜
有
異
、
然
專
修
者
十
即
十
生
、
雜
修

者
千
中
無
一
。
云
々

（
６
）

。

と
あ
る
。
こ
れ
を
比
較
す
る
と
、傍
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
『
観
経
』
流
通
分
「
佛
告
阿
難
汝
好
持
是
語
」
以
下
の
文
と
『
観
経
疏
』「
上

来
雖
説
」
以
下
の
文
よ
り
、
釈
尊
が
阿
難
に
対
し
諸
行
で
は
な
く
念
仏
の
一
行
を
付
属
し
た
こ
と
を
述
べ
る
点
は
二
七
日
と
六
七
日
で
共

通
し
て
い
た
。
対
し
て
相
違
点
と
し
て
、
点
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
七
日
で
は
念
仏
「
往
生
」
が
諸
行
「
往
生
」
よ
り
勝
れ
て
い

る
点
に
つ
い
て
三
部
経
を
典
拠
し
て
列
挙
し
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
往
生
行
と
し
て
は
確
か
に
念
仏
の
方
が
勝
れ
て
い
る
が
、
諸
行

往
生
自
体
は
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
六
七
日
で
は
行
と
し
て
念
仏
が
諸
行
に
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、

諸
行
が
往
生
行
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
そ
し
て
願
往
生
者
は
諸
行
を
捨
て
て
念
仏
の
み
を
修
す
べ
き
だ
と
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
善

導
『
往
生
礼
讃
』
を
引
用
し
て
「
千
中
無
一
」
と
い
う
強
い
諸
行
の
否
定
の
語
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
比
較
検
討
か
ら
、
私
は
『
逆
修
説
法
』
の
持
つ
二
つ
の
書
的
特
徴
を
指
摘
し
た
い
。
第
一
点
目
に
、『
逆
修
説
法
』

に
は
一
つ
の
書
の
中
に
教
学
的
相
違
が
認
め
ら
れ
る
説
示
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
読
誦
大
乗
」
に
つ
い
て
の
説
示
比
較
の
中
で

諸
大
乗
経
を
読
誦
す
る
と
い
う
行
の
取
り
扱
い
方
の
相
違
が
見
ら
れ
、
ま
た
「
念
仏
」
に
つ
い
て
の
説
示
比
較
の
中
で
諸
行
往
生
に
関
す

る
解
釈
の
相
違
が
見
ら
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、『
逆
修
説
法
』
の
中
で
は
説
法
が
進
む
に
つ
れ
て
教
学
的
変
移
が
確
認
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
法
然
の
思
想
的
深
ま
り
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
難
し
い
。『
逆
修
説
法
』
の
構
成
自
体
を
考
え

て
い
る
の
も
法
然
自
身
で
あ
り
、先
を
見
据
え
て
徐
々
に
浄
土
教
の
深
み
へ
と
説
法
を
進
め
て
い
く
狙
い
が
そ
こ
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
法
然
は
念
仏
一
行
に
励
む
こ
と
を
勧
め
て
は
い
る
が
、

わ
れ
ほ
と
の
念
仏
者
よ
も
あ
ら
し
と
思
ふ
は
ひ
か
事
な
り
。
大
憍
慢
に
て
あ
れ
は
、
そ
れ
を
た
よ
り
に
て
、
魔
縁
の
付
き
て
往
生
を
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さ
ま
た
く
る
な
り

（
７
）

。

と
い
う
言
葉
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
念
仏
に
得
意
に
な
り
、
傲
慢
な
態
度
で
諸
行
を
誹
謗
す
る
よ
う
な
こ
と
を
最
も
嫌
っ
て
お
り
、

ま
た
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
よ
っ
て
往
生
が
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
説
法
の
聞
き
手
を
し
て
念
仏

以
外
の
諸
行
や
浄
土
経
典
以
外
の
大
乗
経
典
を
謗
る
心
が
生
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
説
法
の
前
半
で
は
意
図
的
に
諸
大
乗
経
を
重
視

し
て
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
想
定
で
き
る
。

第
二
点
目
に
、『
逆
修
説
法
』
の
中
に
は
「
逆
修
法
会
」
と
い
う
場
面
性
を
考
慮
し
た
教
説
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
孝
養

父
母
」
に
つ
い
て
の
解
釈
で
、
父
母
を
捨
て
悟
り
を
目
指
す
道
に
入
る
こ
と
が
真
実
の
孝
養
で
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
も
、
そ
の
後
に
必
ず

し
も
父
母
を
捨
て
る
必
要
は
な
い
と
述
べ
、む
し
ろ
親
子
の
縁
に
よ
っ
て
浄
土
門
に
帰
入
し
た
大
法
主
禅
門
を
讃
え
る
場
面
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
孝
養
父
母
の
解
釈
に
つ
い
て
『
選
択
集
』
を
見
て
み
る
と
、

世
間
の
孝
養
と
は
『
孝
経
』
等
に
説
く
が
ご
と
し
。
出
世
の
孝
養
と
は
律
の
中
の
生
縁
奉
事
の
法
の
ご
と
し

（
８
）

。

と
あ
る
だ
け
で
、
詳
し
い
説
明
は
な
い
。
法
然
が
こ
こ
で
詳
細
に
孝
養
父
母
に
つ
い
て
説
明
を
施
す
の
は
、
や
は
り
こ
の
説
法
の
聞
き
手

が
法
然
の
弟
子
安
楽
房
遵
西
の
父
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
場
面
的
背
景
と
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
聞
き
手
の
立
場
に

合
せ
、
現
実
に
即
し
た
説
法
を
す
る
の
は
法
然
法
語
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、「
現
世
を
す
ぐ
べ
き
様
は
、
念

仏
の
申
さ
れ
ん
様
に
す
ぐ
べ
し

（
９
）

」
と
い
う
精
神
的
・
身
体
的
に
と
に
か
く
念
仏
を
称
え
ら
れ
る
環
境
に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
す
る
法
然
の
言
葉
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
逆
修
説
法
』
は
『
選
択
集
』
と
同
じ
よ
う
に
教
学
を
説
い
た
教
義
書
で

あ
り
な
が
ら
、
御
法
語
の
よ
う
に
法
然
の
息
遣
い
を
感
じ
取
る
こ
と
の
で
き
る
書
と
し
て
そ
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
大
学
院
仏
教
学
研
究
科
博
士
課
程
三
年
）



171

註
（1）
『
昭
法
全
』
二
四
〇
。

（2）
『
同
右
』
二
六
一
。

（3）
『
同
右
』
二
四
〇
。

（4）
『
同
右
』
二
五
八
。

（5）
『
同
右
』
二
四
三
。

（6）
『
同
右
』
二
七
二
。

（7）
『
同
右
』
八
一
四
。（『
七
箇
条
起
請
文
』）

（8）
『
浄
土
宗
聖
典
』
三
、六
八
。

（9）
『
昭
法
全
』
四
六
二
。（『
禅
勝
房
伝
説
の
詞
』）




